
様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

 

産業廃棄物処理計画書 

   令和 ５年 ７月 ２４日 

（宛先）松山市長 

 

提出者                    

住 所    愛媛県松山市久万ノ台９２１－１ 

氏 名 ハイスピードコーポレーション株式会社 

代表取締役 中村大介 

電話番号      ０８９－９２２－２２１２ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  ハイスピードコーポレーション株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  松山市久万ノ台９２１－１ 

計 画 期 間  令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 ０６ 総合工事業 

② 事 業 の 規 模 完成解体工事高   １２，１５６万円 

③ 従 業 員 数 【企画事業部】１２名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

 

 

 

 

 

 

 

(日本産業規格 Ａ列４番) 
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産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図）※１ 

   
代表取締役（統括責任者）      

  

   
中村大介 

  

   
  

 
    

  

  
  

 

    
 

  
 

 
エステート課 共有 リライフ課 

 
課長 宮本圭祐 相互改善 課長 伊井 清一 

 
・全体把握管理 

  
・現場の全体把握管理 

 
・行政対応 

  
・現場全体の分別排出の共有 

 
・産業廃棄物排出記録および集計 

  
・安全管理  

 
・管理データを基に現場への改善提案 

  
  

          

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 がれき類  

排 出 量 ２,７８２ｔ ｔ 

※２（これまでに実施した取組） 

・可能な限り分別解体を行う。 

・産業廃棄物を再資源化する処理業者へ依頼する。 

・各現場で発生する産業廃棄物の種類や排出量の把握 

・各現場で発生する産業廃棄物の種類や排出量の記録 

・工事の安全管理と共に、産業廃棄物の分別および排出に関して 

 定期的に勉強会や打合せを行い、 

従業員共通の認識をアップデートする。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 がれき類  

排 出 量 ２,５００ｔ ｔ 

※３（今後実施する予定の取組） 

・実績の蓄積により、さらなる改善点がないか検討および実施 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ガラス屑および陶磁器屑・がれき類・がれき類（石綿含有） 

繊維屑・廃プラスチック類・木くず・管理型混合廃棄物 

廃電気機械器具 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

上記同様、解体現場においての手作業分別を効率よく細分化できるよ

う行っていく。 

 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図）※１同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

② 現状 

【前年度（ 令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 木くず  

排 出 量 ８０９ｔ ｔ 

※２同様（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 木くず  

排 出 量 ７００ｔ ｔ 

※３同様（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ガラス屑および陶磁器屑・がれき類・がれき類（石綿含有） 

繊維屑・廃プラスチック類・木くず・管理型混合廃棄物 

廃電気機械器具 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

上記同様、解体現場においての手作業分別を効率よく細分化できるよ

う行っていく。 

 

 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図）※１同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

③ 現状 

【前年度（ 令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 ガラス屑・陶磁器屑  

排 出 量 ３０８ｔ ｔ 

※２同様（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ガラス屑・陶磁器屑  

排 出 量 ２９０ｔ ｔ 

※３同様（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ガラス屑および陶磁器屑・がれき類・がれき類（石綿含有） 

繊維屑・廃プラスチック類・木くず・管理型混合廃棄物 

廃電気機械器具 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

上記同様、解体現場においての手作業分別を効率よく細分化できるよ

う行っていく。 

 

 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図）※１同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

④ 現状 

【前年度（ 令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類  

排 出 量 ５２ｔ ｔ 

※２同様（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類  

排 出 量 ５０ｔ ｔ 

※３同様（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ガラス屑および陶磁器屑・がれき類・がれき類（石綿含有） 

繊維屑・廃プラスチック類・木くず・管理型混合廃棄物 

廃電気機械器具 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

上記同様、解体現場においての手作業分別を効率よく細分化できるよ

う行っていく。 

 

 

 



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図）※１同様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

⑤ 現状 

【前年度（ 令和４年度）実績】       

産業廃棄物の種類 管理型混合  

排 出 量 ８２ｔ ｔ 

※２同様（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 管理型混合  

排 出 量 ７０ｔ ｔ 

※３同様（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

ガラス屑および陶磁器屑・がれき類・がれき類（石綿含有） 

繊維屑・廃プラスチック類・木くず・管理型混合廃棄物 

廃電気機械器具 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

上記同様、解体現場においての手作業分別を効率よく細分化できるよ

う行っていく。 

 

 


